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巻頭言・CONTENTS

2025 年 4 月 1 日より葵友会東京城東支部の支部
長に就任しました。より適任の素晴らしい方々も会
員にいらっしゃる中、少し悩みましたが「今この時
点」の支部にとっての適材と考えてご指名戴いたも
のと考え、お引き受けいたしました。
現在の東京城東支部は同窓会組織の宿命である

「若手不足」に対して前々支部長の新居さんが様々
な施策を打ち、前支部長の篠崎さんが細やかなフォ
ローをして来たことで「居心地の良い」「会員同士
が非常に仲の良い」会となりました。アンダー 40
の若手も 3 人、積極的に参加してくれるようにな
り、近隣支部の方々からも「若手が多いね」とお褒
め頂けるまでになりました。とはいえ、油断せずに
絶え間なく新しい参加者を募らなければ会の存続は
望めません。
私は本業では設計事務所を経営しており、賃貸マ
ンションアパートの設計をしています。お客様は地
主さん家主さんですが、私の設計した建物にお住ま
いになるのは 20 歳から 40 歳くらいの単身者、もし
くは二人暮らし、小さなお子さんのいる世帯です。
私も 50 歳を超えた頃から、特に色選びなどのセ

ンスに自信がなくなって来ました。40 歳以下の方
の好みと、私達の世代の好みは全く違うのです。分
かりやすく言えば、私達世代は高級感のある色、濃
色を好みがちです。それに対して若い世代は淡い色
で上品な感じを好むのです。仕事ではその世代の人
達にアドバイスを求めながら、なんとか需要にあっ
た設計を心掛けています。実は同じことが同窓会組
織でも言えるはずです。
私達が「若い参加者が来ない。どうすれば良いの
か。」といくら言っても、考えても、感覚が違うの
ですから答えは出ません。最も来て欲しいターゲッ
トの年齢に近い人の意見を聞く必要があります。
この文章を書いている 4月現在、7月 5 日の総会
に向けて、そこで行うイベント内容を若手 3人に考
えて貰っています。「新卒まもない卒業生の総会参
加費はどうするか」などについても彼らからアドバ
イスを受けています。
主体的にこの支部を良くしていく彼ら自身が将来
率いるようになる時を見据えて、支部としてその基
礎作りをして行きたいと思います。
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